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安心で安定した水道水を提供

６月は土砂災害防止月間です

国民健康保険通信
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スマートインターチェンジが事業化決定

歯周疾患検診を受診しましょう

笛吹市探訪

環境ニュース

ふえふきトピックス

H24.4.27　笛吹市植樹祭（大蔵経寺山・石和町松本地内）



安
心
で
き
る
水
道
水
の
供
給

　
市
民
意
識
調
査
で
も
水
道
水
の
安
全

性
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
視
点
か
ら
、
よ
り
一
層
の
衛
生

管
理
を
進
め
ま
す
。

▼
浄
水
処
理
方
法
の
改
善

▼
緊
急
時
体
制
の
構
築

▼
水
道
水
質
の
保
全

▼
水
質
管
理
の
高
度
化

　市の重要な水利である地下水について、水質や取水量の懸
念から、平成20年度より、琴川ダム水の受水を開始しました。
主に石和町、一宮町、春日居町に向けて供給をしています。
　さらに広瀬ダム水（畑かん用水）を水道水として有効活用
していく「畑かん浄水場基本計画」により、昨年2月25日、
境川浄・配水場（境川町小黒坂地内）が竣工を迎えました。
　これは県内初のセラミック膜を利用した膜ろ過処理装置を
備え、非常に安全性の高い施設として完成しました。一日あ
たりの最大浄水能力2,800トンをほこり、現在、境川町へ供
給しています。今後、隣接する八代町、石和町への供給を行
うため、配水管の整備を進めていきます。
　さらに、市は、より安心安全な水道水の供給を目指して、
同計画に基づき御坂浄水場などの施設整備も進めていきます。

安
定
的
な
水
道
水
の
供
給

�

水
道
は
市
民
生
活
と
産
業
活
動
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
っ

て
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
よ
う
計
画
的
･

効
率
的
な
施
設
更
新
を
実
施
し
、
非
常

時
に
お
け
る
機
能
低
下
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
災
害
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
ま
す
。

▼
施
設
能
力
の
適
正
化

▼
施
設
と
管
路
の
耐
震
化

▼
危
機
管
理
体
制
の
充
実

次
世
代
に
つ
な
ぐ
水
道
事
業

運
営

　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
統
合
と
合
併

に
よ
る
合
理
化
の
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
運
営
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
技
術
の
継
承
に
向
け
た
取

り
組
み
も
進
め
ま
す
。

▼
事
業
統
合
の
推
進

▼
経
営
の
健
全
化

▼
維
持
管
理
体
制
の
整
備

環
境
に
や
さ
し
い
水
道
シ
ス

テ
ム

　
水
道
事
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
産
業

と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
の
減
量

化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
例
え
ば
琴
川
ダ
ム
と
広
瀬
ダ
ム
と
い

う
新
た
な
水
源
を
活
用
し
た
自
然
流
下

方
式
の
配
水
区
域
を
拡
大
し
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
図
り
ま
す
。

▼
漏
水
の
防
止

▼
水
道
水
源
の
保
全

よ
り
良
い
水
道
事
業
を
目
指

し
て

　
市
は
、
様
々
な
事
業
推
進
と
達
成
状

況
の
確
認
、
改
善
を
行
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い
水
道
事
業
の

実
現
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
水
道
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
6

水道ビジョン（厚生労働省）の政策目標

厚生労働省の政策目標をふまえて
市が作成した水道事業の指針とな
る「笛吹市水道ビジョン」

　市は、配水池などの水道施設の状態監視をする

方法として、全国に先駆けて、クラウドサービス

を導入しました。

　これは、次の機能を備え、水道施設の監視にか

かるコスト低減やデータ取得の即時性により危機

管理の向上が図られるものです。

　広域監視　広域にわたる上水道施設の稼動状況や、

水位・配水量等の計測値を市が保有するパソコ

ンなどで監視が可能となります。

　データ管理の一元化　施設設備の運転・稼動情報、

故障情報、保守情報などの各種情報をデータセ

ンターで一元管理します。直営でシステムを保有・

維持するよりもコスト低減などが期待されます。



　
市
で
は
、
八
代
町
南
地
内
（
中
央
自

動
車
道
八
代
バ
ス
停
付
近
）
へ
の
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
（
仮
称
）
笛
吹
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
協
議
会
（
会

長
…
佐
々
木
邦
明
山
梨
大
学
教
授
）
を

開
催
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
に
関
し
、
必
要
な
検
討
・
調
整

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
協
議
会
で
検
討
・
調
整
し

た
事
項
を
と
り
ま
と
め
、
連
結
道
路
管

理
者
で
あ
る
県
と
市
は
、
実
施
計
画
書

を
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
な
ど
へ

提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
・
市
の
連
名
で
連
結
許

可
申
請
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
、
平

成
24
年
4
月
17
日
に
は
連
結
許
可
を
得

る
こ
と
が
で
き
（
県
内
で
は
3
カ
所
目
）、

事
業
化
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
国
土
交
通
省
、
県
、
中
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
す
る
中
で
（
仮
称
）
笛
吹
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
平
成
28
年

3
月
供
用
開
始
を
目
指
し
、
鋭
意
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
整
備
効
果

●
観
光
振
興
、
農
業
と
の
連
携
に
よ
る

地
域
活
性
化
（
新
た
な
玄
関
口
と
し

て
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
）

●
災
害
へ
の
備
え
（
市
の
防
災
力
向
上
）

●
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保

（
高
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
強

化
に
よ
る
救
急
医
療
の
向
上
）

●
企
業
活
動
の
活
性
化
・
物
流
の
効
率

化
（
企
業
誘
致
の
促
進
）
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
仮
称
）
笛
吹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ

▼
構
造
　
本
線
直
結
型

▼
対
応
車
種

　
E
T
C
車
載
器
を
搭
載
し
た
全
車
種

（
軽
自
動
車
、
普
通
車
、
中
型
車
、

大
型
車
、
特
大
車
　
通
行
可
能
対
象

車
長
16
・
5
m
以
下
）

▼
運
用
形
態

　
一
旦
停
止
型
フ
ル
イ
ン
タ
ー
（
上
下

線
と
も
に
出
入
可
）

▼
運
営
時
間
　
24
時
間

　
4
月
25
日
、
矢
崎
剛
吉
氏
（
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
甲
府
河
川
国
道

事
務
所
長
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
荻
野

市
長
に
連
結
許
可
書
を
伝
達
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
先

　
土
木
課
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
推
進
・
リ
ニ
ア
対
策
班

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

　
4
月
26
日
に
笛
吹
市
連
合
区
長
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
の
理
事
と
し

て
各
地
域
の
区
長
会
代
表
者
14
名
に
委

嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
長
に
安
部
俊
人
氏
（
石
和

町
区
長
会
会
長
）
、
副
会
長
に
　
野
牧

夫
氏
（
御
坂
町
区
長
会
会
長
）
が
就
任

し
ま
し
た
。

　
連
合
区
長
会
は
、
各
地
域
の
区
長
会

相
互
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治

会
組
織
の
発
展
と
笛
吹
市
全
体
の
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
嘱
を
行
っ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「石和・春日居」「一宮・御坂」「八代・境川・芦川」
の3地域別に作成されたハザードマップ

市雨量情報トップ画面とバナー

石和町区長会会長

御坂町区長会会長

石和町区長会副会長

御坂町区長会副会長

一宮町区長会会長

一宮町区長会副会長

八代町区長会会長

八代町区長会副会長

境川町区長会会長

境川町区長会副会長

春日居町区長会会長

春日居町区長会副会長

芦川町区長会会長

芦川町区長会副会長

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
か
ら
、
大
雨
や
台
風
に
よ

る
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

危
険
箇
所
や
前
兆
現
象
を
知
り
、
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
土
砂
災
害
の

危
険
の
あ
る
箇

所
は
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で

は
、
危
険
箇
所

が
土
砂
災
害
警

戒
区
域
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま

し
よ
う

　
県
と
甲
府
地
方
気
象
台
は
、
共
同

で
大
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
い
つ
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な

っ
た
時
に
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
を

通
じ
て
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を

発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
市
か
ら

も
防
災
行
政
無

線
お
よ
び
地
元

消
防
団
に
よ
る

広
報
活
動
を
通

じ
て
、
こ
れ
を

伝
達
し
ま
す
。

　
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
を
感
じ
た
時
は
、

避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
市
内
13
カ

所
の
1
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
や
積

算
降
雨
量
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
防
災
・
災
害
」

の
バ
ナ
ー
を
選
択
し
、
「
笛
吹
市
雨
量

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避
難
所
・
自

主
防
災
地
図
等
）
に
つ
い
て

総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
浸
水
想
定
区
域
・

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
）
・
雨
量
情

報
に
つ
い
て

土
木
課
　
用
地
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

■問合せ先　総務課　総務担当　☎�055（262）4111

職　名 氏　名 地域区長会役職

会　長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

平成24年度笛吹市連合区長会理事

安部　俊人

　野　牧夫

標　逸夫

荒川　利通

石原　正治

相河　良博

雨宮　茂雄

橘田　修一

相川　良治

龍澤　富雄

曽根　英機

生原　洋征

宮川　武久

今井　安友



　
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、
歯
を
失

う
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
「
歯

周
疾
患
」
は
痛
み
も
な
く
知
ら
な

い
う
ち
に
進
行
す
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。

　
「
歯
周
疾
患
」
は
、
慢
性
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
原
性
を
も

っ
た
細
菌
が
口
か
ら
離
れ
た
心
臓

や
肺
な
ど
の
臓
器
に
行
き
着
き
、

そ
こ
に
病
気
を
起
こ
す
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
「
歯
周
疾
患
」
を
早
期
に
発
見
・

早
期
治
療
す
る
こ
と
は
、
全
身
の

健
康
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
20
・
25
・
30
・
35
・
40

・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
に
な
る
市
民

▼
期
間
　
6
月
1
日
（
金
）
〜
12
月
31

日（
月
）

▼
場
所
　
山
梨
県
歯
科
医
師
会
加

盟
歯
科
医
院

▼
健
康
診
査
内
容
　
歯
や
歯
周
組

織
の
状
況
・
口
腔
清
掃
の
状
態

な
ど

▼
費
用
　
自
己
負
担
金
な
し
（
検

診
料
金
4
2
2
7
円
を
全
額
助

成
）

▼
実
施
方
法
　
対
象
者
に
は
、
5

月
末
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
通
知
で
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

生
涯
に
お
い
て
食
べ
る
楽
し

み
を
持
ち
続
け
、
歯
と
全
身
の

健
康
を
保
つ
た
め
に
「
歯
周
疾

患
検
診
」
を
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■問合せ先　健康づくり課　成人保健担当　☎�055（261）1901 図書館内の様子（写真左が藤澤さん）

　昨年6月に、JICA日系社会青年ボランティアとして

ブラジルに赴任した藤澤友子さんから現地報告が届きま

した。

　ボンジーア!こちらは今、秋に向かっています。ブラジルは日本の反対側にあり、国土は23

倍と広大な国です。人々は陽気で優しく、おおらかです。

　私の住むサンパウロは南米最大のビジネス・経済の中心地で、１５０万人とも言われる日系

人の多くが生活する大都市です。

　ブラジルには戦前から、農業移民、技術移民など様々な理由で日本から移住した方がいます。

現在は、その子どもや孫たちの世代になっていますが、私の住む地域では、会話は日本語でも

通じ、商店には豆腐や味噌をはじめ、たこやき、焼きそばもあり、日本の食材は何でも買うこ

とができます。

　日系社会の中心的機関であるブラジル日本文化福祉協会内には、蔵書およそ5万冊の図書館

があり、私はこの図書館で活動しています。本はすべて日本語で、図書館には一日60人前後の

方が訪れます。本好きの日本生まれの1世の方を中心に、日本文化に興味のあるブラジル人、

駐在員の家族、旅行者、移民を研究している学生、先生などに利用されています。

　ブラジルで出版された貴重な図書を含む、移民関係の本を整理したところで、活動が折り返

し地点を迎えました。ブラジル社会との融合が進む中で、今後日本語を読み書きできる人が少

なくなることは明白です。図書館の役割は何か、できることは何か、現地の方と模索している

ところです。

　BRICs（※）の1つであり、ワールドカップ、オリンピックの開催と盛り上がるブラジル。

日本を感じることができる、遠くて近い国です。

※BRICs（ブリックス）とは、経済発展が著しいブラジル（Brazil）、ロシア（Russia）、イ

ンド（India）、中国（China）の頭文字を合わせた四カ国の総称。

ふにん



・集会などをしてもなかなか人が集まらない。

・仲間同士でも男女共同参画についての温度

差が大きい。

・地域や企業への推進が難しい。

・まだまだ女性や高齢者の意識改革が必要で

ある。

　県では、平成24年度から28年度を計画期間とする「第3次山梨県男女共同参画計画」を策定しまし

た。策定までの経過や特徴について皆さんにご紹介します。

　私たち笛吹市男女共同参画推進委員会で出る意見と重なる部分が多くあります。前向きな意見を大
切に、部会活動に取り組んでいきたいと思います。

　県では２月末に上記の第3次男女共同参画計画の学習等を踏まえ、「男女共同参画推進リーダー・同

推進委員会委員意見交換会」を開催しました。市からも推進リーダーや推進委員が参加し、以下のよ

うなテーマについて他市町村の方々と意見交換をしました。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

・成功例を共有しよう。

・女性の参画を増やすには、女性自身を育て

る手立てを探ろう。

・地域へ出前講座など積極的に出向いていこう。

・子育て支援センター等との連携を図った推

進をしていこう。

県 で も 新 し い
方 向 を 考 え て
く れ て い た ん
だね!

私たちも身近
なところから
行動していこ
うか!

そこで、社会環境の変化等を考慮し、次の6つの視点を特に重視し、第3次基本計画を策定しました。

これからも、職場、学校、地域、家庭など、様々な場面で、それぞれの個性と能力を発揮できる
ような社会づくりを進めていきましょう!

男女共同参画社会�…『お互いの人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い

つつ、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる社会』

男女間の不平等感を感じる

こともまだまだ多い…

大事な意思決定の場に女性が加わ

ることができない…
しかし

①女性の社会へ
の参画促進

④地域社会の活
性化と男女共同
参画の推進

②男性、子どもに
とっての男女共
同参画の推進

⑤仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・
バランス）の推進

③生活上の困難
におかれている
人々への支援

⑥女性に対する
あらゆる暴力の
根絶

　2カ月ごとにお届けしている「医療費のお知らせ」に接骨
院や整骨院で受けた保険給付（療養費）分の記載が加わります。
　接骨院などで保険を使って施術を受けられるのは、外傷性
のけがの場合に限られます。疲労や年齢からくる肩こりなど
では、保険給付は受けられませんので、ご注意ください。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
国
保
加
入
者
は
、
平
成
19
年
度
の
2

万
５
３
２
５
人
に
比
べ
、
年
々
減
少
し
、

平
成
23
年
度
は
、
2
万
３
５
０
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
費
は

大
幅
に
増
加
し
、
平
成
23
年
度
の
見
込

み
は
、
53
億
９
３
５
３
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
毎
年
5
月
に
行
う
疾
病

統
計
の
総
医
療
費
に
お
け

る
疾
病
大
分
類
別
経
年
変

化
か
ら
平
成
23
年
度
の
医
療

費
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
21
・
22
年
度
の
医
療

費
は
横
ば
い
で
し
た
が
、

平
成
22
年
度
に
比
べ
約
3
億

円
増
加
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
増
加
の
原
因
は
、

悪
性
新
生
物
（
癌
）
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
は
平
成
20
年
度
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
効
果

が
見
え
始
め
た
平
成
21
年
度

と
比
較
す
る
と
、
生
活
習
慣
病
は
、
件

数
で
5
2
6
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
医

療
費
で
は
9
2
6
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

充
実
に
よ
り
、
疾
病
の
重
症
化
が
未
然

に
防
が
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き

医
療
費
の
適
正
化
を

目
標
に
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健

　
指
導
の
効
果



　　
芦
川
の
歴
史
、

兜

造

民

家

の

特

徴

や

石

垣

の

景

観

な

ど

に

つ

い

て

分

か

り

や

す

く
解
説
し
ま
す
。

農

産

物

直

売

所

「
お
ご
っ
そ
う
家
」

に

も

立

ち

寄

り

ま
す
。

▼
日
時

　
6
月
16
日
（
土
）
（
小
雨
決
行
）

　
集
合
　
午
前
9
時

　
出
発
　
午
前
9
時
15
分

　
解
散
　
午
後
0
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
八
代
支
所
駐
車
場

※
バ
ス
に
て
上
芦
川
に
移
動
後
、
現
地

散
策
会
を
行
い
ま
す
。

▼
定
員
　
30
名

※
市
民
優
先
で
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
6
月
4
日
（
月
）

（
月
）
〜
8
日

（
金
）

（
金
）
の
午
前

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

分
〜
午
後
5
時

の
間
に
、

の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
持
ち
物
等
の
連
絡
は
、
参
加
決
定
通

知
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
25
周
年
を

記
念
し
て
、
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
１
「
歌

の
日
曜
散
歩
」
公
開
生
放
送
を
行
い
ま

す
。

▼
日
時

　
7
月
8
日
（
日
）

　
開
場
　
午
前
9
時
15
分

　
開
演
　
午
前
10
時
5
分

　
終
演
　
午
前
11
時
50
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

集
会
室

▼
出
演
�

鎌
田
正
幸
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

坪
郷
佳
英
子
さ
ん

▼
申
込
方
法
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

郵
便
往
復
は
が
き
に
次
の
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
往
信
面
裏
面
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
・

電
話
番
号

○
返
信
面
表
面
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前

○
あ
て
先
　
〒
4
0
6
―
0
0
3
5

山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
6
2
6

―
1
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

「
歌
の
日
曜
散
歩
」
係

○
締
切
期
限
　
6
月
15
日
（
金
）
必
着

○
注
意
事
項

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、
入

場
整
理
券
（
1
枚
で
2
人
ま
で
入
場

可
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
応
募
は
1
人
1
通
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・
抽
選
結
果
の
発
送
は
、
6
月
22
日
（
金
）

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
は
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
放
送
予
定
　
7
月
8
日
（
日
）

午
前
10
時
5
分
〜
11
時
50
分
（
ラ
ジ

オ
第
1
・
全
国
放
送
）

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
い
ろ
い
ろ
な
空
を
描
い
た
り
作
っ
た

り
し
て
、
楽
し
み
ま
す
。
作
品
は
、
8

月
に
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
30
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
富
士
見
小
学
校
　
体
育
館

▼
講
師
　
中
込
靖
成
氏
（
作
家
）

▼
定
員
　
1
0
0
名
程
度

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
上
履
き

■
問
合
せ
先
　
県
立
美
術
館
　
学
芸
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
3
2
5
8

延宝2年上芦川村絵図（1674年） 藤原家住宅屋根裏

再生された藤原家住宅（18世紀中頃）

　
若
彦
路
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
と
農
産
物

直
売
所
「
お
ご
っ
そ
う
家
」
の
開
店
を

契
機
に
、
芦
川
町
に
は
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
兜
造
民

家
と
傾
斜
地
に
築
か
れ
た
石
垣
や
集
落

内
を
流
れ
る
水
路
、
路
沿
い
の
石
造
物

と
が
織
り
成
す
風
景
を
求
め
て
、
カ
メ

ラ
を
片
手
に
歩
く
人
々
の
姿
も
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
涼
や
か
な
風
が
心
地

よ
い
芦
川
の
夏
が
や
っ
て
く
る
前
に
、

芦
川
の
魅
力
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
上
芦
川
か
ら
・
・
・
・

古
文
書
か
ら
見
え
て
き
た
上
芦
川
集
落

の
歴
史

　
上
芦
川
地
区
は
、
甲
斐
の
古
道
「
若

彦
路
」
沿
い
に
ひ
ろ
が
る
集
落
で
、
戦

国
時
代
以
降
、
関
所
（
口
留
番
所
）
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か

け
て
、
関
所
は
上
芦
川
諏
訪
神
社
の
東

側
、
若
彦
路
が
鍵
の
手
状
に
折
れ
曲
る

あ
た
り
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
宝
永
2
年
（
１
７

０
５
年
）
ま
で
に
、
今
の
東
林
寺
付
近

に
移
転
し
ま
し
た
。

　
上
芦
川
集
落
に
伝
わ
る
古
文
書
や
絵

図
を
紐
解
く
と
、
慶
長
7
年
（
１
６
０

２
年
）
に
は
旧
関
所
付
近
の
若
彦
路
が

鍵
の
手
状
に
屈
曲
す
る
付
近
に
九
軒
の

屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
以
降
、
集
落
は
そ
こ

か
ら
徐
々
に
東
に
広
が
り
、
口
留
番
所

や
東
林
寺
の
移
転
を
伴
い
な
が
ら
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

若
彦
路
沿
い
の
景
観

　
甲
府
盆
地
か
ら
新
鳥
坂
ト
ン
ネ
ル
を

越
え
、
芦
川
に
入
る
と
、
ケ
ヤ
キ
の
巨

木
群
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
は
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
上
芦

川
の
諏
訪
神
社
の
ケ
ヤ
キ
群
で
す
。
諏

訪
神
社
前
の
石
垣
に
は
馬
頭
観
音
が
並

ん
で
い
ま
す
。
若
彦
路
を
東
に
進
む
と

道
が
折
れ
曲
が
り
ま
す
。
こ
の
付
近
が

前
述
の
旧
屋
敷
地
と
旧
関
所
跡
と
な
っ

て
い
て
、
現
在
で
も
17
世
紀
に
建
て
ら

れ
た
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。
旧
関
所
跡

を
抜
け
て
さ
ら
に
東
に
進
む
と
日
蓮
宗

の
由
緒
あ
る
古
い
寺
、
東
林
寺
山
門
に

あ
た
り
ま
す
。
山
門
脇
に
は
、
あ
ま
り

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
二
股
塔
婆
が
立
て

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
門
前
付

近
が
移
転
し
た
口
留
番
所
跡
地
で
す
。

木
々
に
囲
ま
れ
た
水
路
を
渡
り
、
上
芦

川
集
落
で
も
比
較
的
新
し
い
集
落
に
入

っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
集
落
と
は
い
え
、

そ
こ
に
は
18
世
紀
、
19
世
紀
の
兜
造
民

家
が
多
く
残
り
、
石
垣
や
水
路
と
併
せ

て
歴
史
的
な
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

再
生
さ
れ
た
古
民
家

　
上
芦
川
地
域
で
は
、
既
に
二
棟
の
兜

造
民
家
が
再
生
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
棟
は
上
芦
川
集
落
の
東
端
に
位
置
す

る
明
治
時
代
後
期
の
建
物
で
、
「
て
ん

こ
ろ
り
ん
村
」
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て

古
民
家
体
験
施
設
「
農
啓
庵
」
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
市
に
よ
っ
て
18

世
紀
中
頃
に
建
て
ら
れ
た
兜
造
民
家
「
藤

原
家
」
の
半
解
体
修
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
施
設
で
は
、
大
黒
柱
や
梁
に

刻
ま
れ
た
手
斧
に
よ
る
加
工
跡
な
ど
、

江
戸
時
代
の
建
築
の
技
を
身
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、
体
験
型
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
や
農
産
物
直
売
所

に
よ
っ
て
、
上
芦
川
地
域
を
訪
れ
る
方

が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
芦
川
地
域
の

本
当
の
魅
力
は
集
落
の
中
を
散
策
し
て

み
な
い
と
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
「
お
ご
っ

そ
う
家
」
か
ら
諏
訪
神
社
、
さ
ら
に
再

生
さ
れ
た
古
民
家
ま
で
、
魅
力
を
探
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

か
ぶ
と
づ
く
り

く
ち
ど
め
ば
ん
し
ょ

と
う
ば

は
り

ち
ょ
う
な



　
祖
父
が
御
坂

町
出
身
で
、
市

と
も
ゆ
か
り
の

あ
る
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
網
倉
一
也

さ
ん
と
網
倉
さ
ん
の
曲
で
活
躍
中
の
、

あ
さ
み�

�

ち
ゆ
き
さ
ん
と
の
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
網
倉
さ
ん
は
郷
ひ
ろ
み
・
田

原
俊
彦
・
太
田
裕
美
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
手
が
け
た
作
詞
・
作
曲
家
で
も
あ
り

ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
16
日
（
土
）
�

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
3
0
0
0
円
（
全
席
自
由
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
・
問
合
せ
先

・
窓
口
販
売
・
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

W
A

T
�

e
-

s
h

o
p

h
ttp

:/
/

w
w

w
.w

a
t-

s
h

o
p

.n
e

t

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
う
た
め
、
笛

吹
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
公

募
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
本
審
議
会
は
、
基
本
計
画
の
策
定
や

変
更
に
関
す
る
事
項
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
苦
情
や
相
談
の
申
出
に
関
す

る
事
項
等
に
つ
い
て
、
市
長
の
求
め
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格
　
原
則
と
し
て
20
歳
以
上

で
、
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
心
が

あ
り
、
継
続
し
て
会
議
に
出
席
し
て

い
た
だ
け
る
方

▼
任
期
　
平
成
24
年
7
月
か
ら
平
成
26

年
6
月
（
2
年
間
）

▼
募
集
人
数
　
2
名

▼
会
議
開
催
　
3
回
程
度
（
2
年
間
）

▼
応
募
方
法
　
6
月
1
日
（
金
）
か
ら
15

日
（
金
）
ま
で
に
、
「
笛
吹
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
公
募
委
員
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募

の
動
機
を
記
載
し
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
よ

り
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援

担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
、
本
庁
1
階
市
民
活
動
支
援

課
お
よ
び
各
支
所
窓
口
に
備
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法
等
　

　
　
選
出
さ
れ
た
書
類
お
よ
び
応
募
の

動
機
を
も
と
に
選
考
を
行
い
、
選
考

結
果
は
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
応
募
申
込

書
に
つ
い
て
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

〒
4
0
6
│
8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
番
地

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

E
メ
ー
ル

s
h

im
in

k
a

ts
u

d
o

h
@

c
ity

.fu
e

fu

k
i.lg

.jp

▼
I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ

　
内
部
監
査
員
養
成

▼
I
S
O
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ

　
内
部
監
査
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

▼
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

　
試
験
講
座
　
総
合
演
習

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
程
・
対
象
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

問
合
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

itjc
.a

c
.jp

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
（
7
月
開
講
）

▼
会
計
ソ
フ
ト
入
門
講
座
（
7
月
開
講
）

▼
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
講

座
（
7
月
開
講
）
等

※
日
程
・
対
象
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

問
合
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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w
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r
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m
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g

y
o
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■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
塩
部
4
│
5
│
28
）

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0

　
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
笛
吹
（
生
活
機
能

調
査
）
に
よ
り
、
二
次
予
防
事
業
の
対

象
者
と
な
っ
た
人
へ
お
勧
め
し
ま
す
。

通
所
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

貯
筋
塾
（
運
動
機
能
向
上
事
業
）

　
転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
人
な
ど
に
対

す
る
筋
力
ア
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
教
室

で
す
。
運
動
の
習
慣
が
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
い
お
話
と
体

操
を
実
際
に
や
っ
て
み
ま
す
。

　
歩
く
姿
が
美
し
く
な
り
、
背
筋
が
ピ

ン
と
伸
び
、
痛
み
が
軽
く
な
る
な
ど
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
3
カ
月
（
毎
週
1
回
）

回
数
　
12
回
（
効
果
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
）

か
む
か
む
塾（
口
腔
機
能
向
上
事
業
）

　
か
む
こ
と
や
、
飲
み
込
み
な
ど
、
口

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
肺
炎
な

ど
を
予
防
す
る
教
室
で
す
。
よ
く
か
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
発
音
が
良
く
な
り
、

表
情
が
若
々
し
く
な
り
ま
す
。
食
事
を

よ
り
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
健
康
改
善
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
3
カ
月
　
回
数
　
5
回

か
ま
ど
塾
（
栄
養
改
善
事
業
）

　
低
栄
養
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、

必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
教
室
で
す
。

食
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
し
、

体
重
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
疲
れ
に

く
い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
6
カ
月
　
回
数
　
6
回

き
ら
め
き
塾（
認
知
症
予
防
・
支
援
事
業
）

　
認
知
症
の
予
防
の
た
め
の
教
室
で
す
。

歌
を
歌
っ
た
り
、
頭
を
使
っ
て
脳
を
活

性
化
す
る
楽
し
い
教
室
で
す
。
仲
間
づ

く
り
を
し
な
が
ら
、
明
る
く
楽
し
い
生

活
を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間
　
5
カ
月
（
隔
週
1
回
）

　
回
数
　
10
回

※
各
教
室
と
も
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

う
つ
予
防
・
支
援
、
閉
じ
こ
も
り
予

防
・
支
援

　
保
健
師
が
自
宅
へ
訪
問
し
、
う
つ
や

閉
じ
こ
も
り
の
予
防
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
2
カ
月
　
回
数
　
8
回

※
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
笛
吹
（
生
活
機
能

調
査
）
に
よ
り
対
象
者
に
な
ら
な
い
人

に
は
、
そ
の
他
の
各
教
室
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
る
献
血

で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
救
わ

れ
ま
す
。
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
血

液
検
査
（
肝
機
能
・
総
た
ん
ぱ
く
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
健

康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
5
日
（
火
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
市
役
所
南
館
前
駐
車
場

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

▼
次
に
該
当
す
る
方
は
献
血
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
3
日
間
以
内
に
薬
を
服
用
し
た
方

（
薬
品
名
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

○
3
日
間
以
内
に
歯
の
治
療
を
受
け
た
方

○
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
以
内

の
方

○
過
去
に
手
術
等
で
輸
血
を
受
け
た
方

※
そ
の
他
、
当
日
行
わ
れ
る
問
診
や
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
お
願
い
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

▼
対
象
　
0
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

▼
日
時
　
7
月
4
日
（
水
）
〜
7
日
（
土
）

▼
場
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大

野
1
0
0
9
）

▼
内
容

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す

る
悩
み
の
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か
わ
り
方

に
つ
い
て
（
育
児
相
談
）

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
生
活
や
学
習
に

つ
い
て
（
教
育
相
談
）

○
聴
力
測
定

○
補
聴
器
相
談

▼
申
込
期
日
　
6
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
ろ
う
学
校
　
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
3
7
8

℻
0
5
5
3
（
2
2
）
6
4
1
9



　
市
内
の
ひ
と
り

親
家
庭
を
対
象
に

親
睦
を
目
的
と
し
た
、

交
流
事
業
を
行
い

ま
す
。

▼
行
き
先
　
東
京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

▼
日
時
　
7
月
8
日
（
日
）

出
発
　
午
前
7
時
30
分

到
着
　
午
後
6
時
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
市
役
所
　
八
代
支
所

　
駐
車
場

▼
定
員
　
90
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
一
人
に
つ
き
2
0
0
0
円

（
交
通
費
、
フ
リ
ー
パ
ス
料
金
を
含
む
）

※
必
ず
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
飲
食
代
は
す
べ
て
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
受
付
期

間
内
は
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す
。
受

付
期
間
以
後
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
手

配
等
の
た
め
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間
　
6
月
12
日
（
火
）
〜
21
日

（
木
）

▼
申
込
方
法
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

本
所
（
八
代
）
ま
た
は
各
地
域
事
務

所
に
参
加
費
持
参
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
申
込
み
の
際
に
、
ひ
と

り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
医
療
費
助
成
受

給
者
証
な
ど
の
証
明
で
き
る
も
の
を
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
本
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
・
保
健
師
に
よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
は
家
族
の
方

○
夜
眠
れ
な
い

○
不
安
が
強
い

○
人
と
会
う
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た

○
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た

○
以
前
よ
り
ひ
ど
く
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
　
な
ど

▼
日
時
　
6
月
18
日
（
月
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
医

　
あ
お
ぞ
ら
診
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

根
本
直
幸
先
生

▼
申
込
期
間
　
6
月
14
日
（
木
）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
健
康
企
画
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

■問合せ先

・子どもすこやか医療費、ひとり親家庭医療費について

児童課　児童家庭担当　　　☎�055（261）1904

・重度心身障害者医療費について

福祉総務課　障害福祉担当　☎�055（262）1271

　市で行っている3つの医療費助成制度は原則として窓口無料による助成となっていますが、

窓口無料とならなかった場合は償還払い（立て替え払い）による助成を行っています。

　このことにつきまして、最近、助成の対象外となるものの申請が増えてきています。対象

外の請求の場合は助成できませんので、申請前には必ず領収書をご確認ください。

　請求方法が分からない場合は、市ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

　保険対象外の領収書での請求

　保険証を使っていない医療費（10割負担のもの）の請求

　診療した月の医療費の請求（申請は診療した月の翌月からです）

　必要事項が記載されていない領収書での請求

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

■問合せ先　健康づくり課　☎�055（261）1901

コマが安定して回
転するには、運動
が必要です。

水分はコマの軸
食事の中では欠かせない
存在です。

お菓子・嗜好飲料は、コマを
回すヒモで表しています。1
日200カロリーが目安。

しこう ※主食・副菜・主菜をそろえて、コマが倒れないようにしましょう。こ
の料理例はおおよそ2,200±200キロカロリー（成人男性の１日の目安
量）です。

　無料で歯科検診を実施したり、受診者には歯を守る歯ブラシとコップなど素敵な

プレゼントを用意しています。

　日時　６月２日（土）�午後１時30分～４時

　場所　イオン石和店　１階

　内容　ブラッシング指導とフッ素塗布、栄養相談、食育指導、義歯・矯正器具の

展示と相談、石こう模型に塗り絵をしよう　など

　主催　山梨県歯科医師会�笛吹支部

　
食
は
命
の
源
で
あ
り
、
お
い
し
さ
や

食
事
の
楽
し
さ
か
ら
、
心
も
豊
に
し
て

く
れ
る
と
て
も
大
事
な
も
の
で
す
。

　
6
月
は
「
食
育

月
間
」
で
す
。
こ

れ
を
機
に
日
々
の

食
に
関
心
を
持
ち
、

「
食
」
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

・
毎
日
朝
ご
は
ん

を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。

・
「
笛
吹
市
版
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
を
使
っ

て
、
自
分
に
あ

っ
た
食
事
の
量

を
食
べ
ま
し
ょ

う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と

を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
望
ま
し
い
食
事

の
取
り
方
や
お
お

よ
そ
の
量
を
イ
ラ

ス
ト
で
示
し
た
「
笛

吹
市
版
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
を

配
布
し
ま
し
た
。
毎
日
の
食
事
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。



国崎信江さん

　
昨
年
度
、
市
独
自
で
接
種
補
助
を
し

て
い
ま
し
た
5
〜
7
歳
未
満
の
未
就
学

児
に
対
す
る
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
よ
り
今
年
度
も

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
個
別
に
郵
送
し
た
予
診
票

の
有
効
期
限
は
平
成
24
年
3
月
31
日
ま

で
と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25

年
3
月
31
日
ま
で
と
読
み
替
え
て
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
診
票
を
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
方
は

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

▼
対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
私
立

幼
稚
園
に
在
園
す
る
満
3
歳
〜
5
歳

の
園
児
の
保
護
者
。
通
園
し
て
い
る

私
立
幼
稚
園
の
所
在
地
は
市
内
・
市

外
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
　
書
類
を
添
え
て
通
園
し

て
い
る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
通
園
し
て

い
る
幼
稚
園
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
6

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
命
を
守
れ
る
の

は
家
族
以
外
に
い
ま
せ
ん
。

　
危
機
管
理
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
国

崎
信
江
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
大
地
震

か
ら
わ
が
子
を
守
る
た
め
に
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
、
親
子
が
そ
ろ
っ
て
生
き

延
び
る
た
め
の
対
策
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
　
未
就
学
児
を
子
育
て
中
の
保

護
者

▼
日
時
　
6
月
17
日
（
日
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

文

部

科

学

省

「

地

震

調

査

研

究

推

進

本

部

政

策

委

員

会

」

委
員
、

内
閣
府
「
津
波
防
災
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
委
員
、
消
防
庁

「
消
防
審
議
会
」
委
員
な
ど
を
歴
任

▼
定
員
　
1
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料
　

※
託
児
20
名
（
1
人
5
0
0
円
）

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　
　
氏
名
・
人
数
・
託
児
の
有
無
を
E

メ
ー
ル
ま
た
は
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
い
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
講
座
は
、
市
地
域
振
興
促
進
助

成
事
業
「
家
族
の
K
I
Z
U
N
A
ス

ク
ー
ル
」
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　
H
a
p
p
y
　
S
p
a
c
e�

�ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

E
メ
ー
ル
　h

iro
b

a
@

y
u

y
u

y
u

.o
rg

　
歯
科
衛
生
士
の
伊
藤
由
美
香
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
歯
磨
き
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
5
日
（
火
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

▼
定
員
　
15
組

▼
持
ち
物
　
子
供
用
ハ
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル

※
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
6
月
19
日
（
火
）

�
午
前
10
時
〜
11
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　

集
団
指
導
室

▼
献
立
　
肉
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

タ
オ
ル
、
め
ん
棒
、
持
ち
帰
り
容
器

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

あり
（毎年6月）

現況届

制度名

支給対象者

支給月額（1人）

所得制限

支給時期

平成22年4月1日～平成23年9月30日

子ども手当

笛吹市に住民登録を有する中学校卒業まで（15歳到達後最初の3月31日まで）の子どもを養育する保護者及び施設等

13,000円（一律）

なし

なし

6月（2月～5月分）、　10月（6月～9月分）、　2月（10月～1月分）

あり
（一部除外あり）

平成23年10月１日～平成24年3月31日

子ども手当（特別措置法）

○３歳未満　　　　　　　15,000円（一律）
○３歳以上小学校修了前　10,000円（第3子以降は15,000円）
○中学生　　　　　　　　10,000円（一律）

平成24年4月1日～

児童手当

　　　　　　あり
※平成24年6月分（平成24年10月支給分）から適用
※所得制限を超える方は1人につき一律5,000円支給

■問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055（261）1904

笛吹市母子相談員（敬称略）

担　�当�　地�　区 担　�当�　地�　区相談員氏名

杉原美恵子

田中　春子

鈴木由美子

島村　廣子

廣瀬　寒子

内藤　桂子

永井　公子

湯本　悦子

山田　律子

清水　榮子

浅川　節美

志茂登喜子

宇野　順子

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

石和町

御坂町

御坂町

御坂町

川中島

八田

市部（東町　仲町　西町）

窪中島　日の出

広瀬　四日市場

上平井　下平井　中川

駅前　山岸

山崎　松本

東高橋　河内　唐柏　今井

小石和　向田　砂原　井戸　東油川　恵比寿

国衙　成田　二之宮

上井之上　下井之上　夏目原　金川原　八千蔵

黒駒地区

相談員氏名

小澤美智子

中村由美子

田中　公子

鎮目　和美

津島　明子

風間　春江

内藤　壽子

土屋由紀子

飯島美知子

代永由未子

津金八千代

原　百　枝

御坂町

一宮町

一宮町

一宮町

一宮町

八代町

八代町

境川町

春日居町

春日居町

春日居町

芦川町

花鳥地区　下野原　栗合　尾山　蕎麦塚

市之蔵�新巻�塩田�神沢�東新居�狐新居
土塚��石��地蔵堂�千米寺�金沢

田中　下矢作　小城　北都塚　本都塚　金田

坪井　竹原田　東原　国分　末木

一ノ宮　中尾　南野呂　北野呂　上矢作

北　高家　岡　竹居　奈良原

南　米倉　永井　増田

全地区

桑戸地区　立川地区

宮川地区

国府地区　鎮目地区　徳条地区

全地区

　平成24年3月31日において「子ども手当」を受給していた方は、「児童手当」に受給資格が引き継がれますが、毎年6月に
「現況届」による更新手続きが必要です。
　また、お子さんの出生や転入など、新たに受給資格に該当した場合は申請が必要ですので、必ず出生や転入の翌日から15
日以内に手続きをしてください。
　なお、主な制度内容については次のとおりです。

6月は児童手当の更新時期です

　5月31日現在で手当を受給している方には６月中旬頃までに「児童手当現況届」を郵送します。

　この届出は、児童手当を引き続き受給する資格があるかどうか審査する大切な手続きです。提出がないと6月以降の手当

が受けられませんのでご注意ください。

　発送時期　６月中旬までに発送予定　　　　　　提出期限　６月29日（金）（消印有効）

　提出方法　郵送で受け付けます。

　提出書類　○「児童手当現況届」　○被用者（市国民健康保険加入者以外）は「健康保険証の写し」または「年金加入証明

書」　○外国人住民は「外国人登録証の写し」と「パスポートの写し」　○平成24年1月1日以降に転入した方は１月１日の

住民登録地で発行した「所得課税証明書」（父・母それぞれ必要）　○単身赴任などで子どもと住民登録地が異なる場合は「別

居監護の申立書」と子どもの世帯全員の「住民票」（市外に在住の場合）

※その他、必要書類や書類の不備については個別に連絡します。

■問合せ先　児童課　児童家庭担当　☎�055（261）1904

　市では、母子家庭の福祉を向上させるため、市母子相談員として25名を委嘱しました。
　母子相談員とは、母子家庭・寡婦・父子家庭を対象に身上相談に応じ、自立に必要な支援と指導をする方々です。悩んで
いる事、困っている事などありましたら、気軽に声を掛けてください。お住まいの地区に担当の相談員がいますので、連絡
先等を知りたい方は、お問い合わせください。

243,000円129,000円59,200円

248,000円146,000円84,200円

253,000円165,000円110,800円

260,000円190,000円

第１子

補助額（年額）
区　　　分

第２子 第3子以降�

146,200円

4

3

2

1

当該年度の市民税の所得割額が
183,000円以下の世帯��

当該年度の市民税の所得割額が
34,500円以下の世帯

当該年度の市民税の所得割額が非
課税の世帯

生活保護法の規定による保護を受
けている世帯及び当該年度に納付
すべき市民税が非課税の世帯�

補助額区分表



　
未
就
学
児
親
子
を
対
象
に
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
た

運
動
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

館
ア
リ
ー
ナ

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　
6
月
1
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

　
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
女
性
を
対
象

に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
っ

た
運
動
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
4
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

館
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間

　
6
月
1
日
（
金
）
〜
22
日
（
金
）

▼
親
子
運
動
・
女
性
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
申
込
方
法

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
（
親
子
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

E
メ
ー
ル

sp
o

rts-
sh

in
k

o
u

@
city

.fu
e
fu

k
i.lg

.jp

　
　

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時

間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
6
月
8
日
（
金
）
・
15
日
（
金
）
・

29
日
（
金
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
　
3
0
0
0

円
（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音

楽
C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人
　
H
a
p
p
y
　
S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
県
立
科
学
館
は
、

小
学
生
以
上
を
対

象
に
し
た
施
設
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
、
乳
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
ま

で
の
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
「
あ

そ
び
の
部
屋
」
も
あ
り
ま
す
。

　
手
づ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど

の
書
籍
を
多
数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
授
乳
室
（
給
湯
室
有
り
）
や

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
科
学
館

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
8
1
5
1

　
外
国
通
貨
の
投
資
や
未
公
開
株
な
ど
、

業
者
か
ら
儲
け
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
て

迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
他
業
者
を
装

っ
て
「
何
倍
も
の
高
価
で
買
い
取
る
」

と
購
入
を
あ
お
る
「
劇
場
型
」
と
言
わ

れ
る
詐
欺
的
な
勧
誘
に
関
す
る
相
談
が
、

減
少
し
ま
せ
ん
。

　
投
資
関
係
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
て

よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
契
約
を
し

な
い
と
い
っ
た
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

す
。
困
っ
た
ら
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
6
6

・
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

5
年
一
括
納
付
・
単
年
一
括
納
付
の

場
合

▼
納
付
期
間
　
6
月
1
日
（
金
）
〜
14
日

（
木
）
（
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
た
方

は
、
6
月
14
日
（
木
）
に
指
定
口
座
よ

り
引
き
落
と
し
ま
す
）

※
納
付
期
限
ま
で
に
お
支
払
い
を
さ
れ

な
か
っ
た
（
口
座
振
替
が
で
き
な
か

っ
た
）
方
は
、
自
動
的
に
支
払
方
法

が
報
奨
金
な
し
の
分
割
納
付
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。

分
割
納
付
の
場
合

▼
第
1
期
の
納
付
期
限

7
月
2
日
（
月
）
（
口
座
振
替
の
場
合

は
、
6
月
25
日
（
月
）
に
指
定
口
座
よ

り
引
き
落
と
し
ま
す
）

■
問
合
せ
先
　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7

も
う

　農作業労働の標準賃金について、市農業労働力対策協議会において、市の実情等を考慮
の上、次のとおり決定しました。雇主並びに農業従事者ともに参考にしてください。

平成24年４月26日決定

農作業の種類 区������������分 単�価（円） 備　　　　　　　　　　考

果　樹

一　般

その他
作　業

共選出荷作業

直���売���所　関　係

水　田

剪����　　定

誘引　つる伏

摘粒　摘果

袋掛

ジベ処理

収穫

その他

一般農作業

病害虫防除

畑耕うん�中耕

除����������草

6月～９月

耕起代かき

代かき

機械田植え

稲刈り

脱穀

一�����������日

時�����������給

時�����������給

時����給

時����給

一般

大・高校生

１０a　１回

１０a　１回

一般農地１０a

荒廃農地１０a

特殊性があるため各共選場で決定

一般男女

大学生

高校生

１０a

１０a

１０a

１０a

１０a

10,000

1,250

900

900

850

7,000

10,000

6,000

20,000

800

750

700

13,000

7,000

9,000

9,000

9,000

労働時間：一日8時間

午前8時～午後6時

賄いなし

休憩：午前午後　各30分

薬剤：依頼者負担

機械燃料：請負者負担

棚、資材、樹木処理別途協議

賄いなし

賄いなし

機械燃料：請負者負担

■問合せ先　農林振興課　農林経営担当　☎�055（262）4111

　
現
況
届
は
年
金
受
給
権
者
の
方
が
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
毎
年
1
回
確
認
す
る
も
の
で

す
。

　
期
限
内
に
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は

11
月
の
支
払
い
（
8
･
9
･

10
月
分
）
か

ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
5
月
末
日
頃
に
送

付
さ
れ
ま
す

　
提
出
が
必
要
な
方
へ
は
、
5
月
末
日

頃
に
（
独
）
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
現
況

届
の
用
紙
が
直
接
受
給
権
者
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

提
出
期
限
・
提
出
先

　
提
出
は
6
月
1
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　
期
限
内
に
市
役
所
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

現
況
届
の
書
き
方

　
受
給
権
者
自
ら
署
名
･
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
受
給
権
者
本
人
が
署
名
･
記

入
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
人
（
親
族

等
）
が
「
受
給
権
者
」
お
よ
び
「
代
理

人
」
の
欄
に
署
名
･
記
入
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
経
営
移
譲
（
特
例
付
加
）
年

金
の
受
給
権
者
の
方
は
、
現
況
届
裏
面

の
支
給
停
止
に
関
す
る
事
項
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
支
給
停
止
に
該
当
し
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

経
営
移
譲
（
特
例
付
加
）
年
金

受
給
権
者
確
認
事
項
（
参
考
）

▼
農
地
を
新
た
に
取
得
ま
た
は
借
入
れ

た
り
、
貸
付
け
て
い
た
農
地
の
返
還

を
受
け
、
農
業
経
営
を
再
開
（
農
業

所
得
の
申
告
等
）
し
て
い
る
と
支
給

停
止
に
該
当
し
ま
す
。

▼
後
継
者
に
移
譲
し
た
農
地
を
売
買
、

移
転
し
た
場
合
は
支
給
停
止
に
該
当

し
ま
す
。
経
営
移
譲
年
金
は
支
給
停

止
に
な
り
ま
す
が
、
老
齢
年
金
は
受

給
で
き
ま
す
。
（
農
業
委
員
会
に
届

け
が
必
要
）

※
道
路
等
土
地
収
用
該
当
事
業
（
公
共

事
業
）
で
収
用
さ
れ
た
場
合
、
ま
た

は
直
系
卑
属
で
あ
る
子
ど
も
の
住
宅

建
築
の
た
め
の
転
用
、
買
い
換
え
・

交
換
す
る
た
め
の
返
還
等
に
該
当
す

る
場
合
は
支
給
停
止
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
（
農
業
委
員
会
に
届
け
が
必
要
）

▼
次
の
名
義
は
、
経
営
移
譲
（
特
例
付

加
）
年
金
を
受
給
し
て
い
る
間
は
必

ず
後
継
者
（
経
営
主
）
で
す
。

○
農
業
所
得
に
か
か
る
納
税
申
告
の
名

義

○
農
業
協
同
組
合
員
名
義

○
土
地
改
良
区
の
組
合
員
名
義

○
農
業
共
済
の
組
合
員
名
義

○
転
作
助
成
金
の
申
請
名
義

■
問
合
せ
先
　
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8



　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
6
月
1
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
6
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
6
月
20
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
南
館
　
3
階

　
大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
20
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階

　
実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
お

よ
び
成
年
後
見
登
記
等
に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
、
法
務
局
の
職
員
お
よ
び
公

証
人
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
予
約
制
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
17
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場
所

　
甲
府
市
丸
の
内
1
│
1
│
18

　
甲
府
合
同
庁
舎
2
階
会
議
室

■
申
込
・
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
総
務
課

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
5
1

　
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭

内
に
お
け
る
児
童
虐
待
は
、
依
然
と
し

て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
全
国

一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
強

化
週
間
を
実
施
し
、
次
の
と
お
り
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
期
間

　
6
月
25
日
（
月
）
〜
7
月
1
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

▼
実
施
機
関

　
甲
府
地
方
法
務
局
お
よ
び
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
子
ど
も
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

凹凸が除去され平面化された歩道

トイレや湯洗コーナーなどを備え、
3月20日に竣工を迎えた石和分団第5部詰所

　
J
R
A
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
の
平

成
23
年
度
環
境
整
備
事
業
の
助
成
金
（
２

９
８
９
万
円
）
を
一
部
財
源
と
し
、
市

内
の
歩
道
お
よ
び
消
防
団
詰
所
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ウ
イ
ン
ズ
石
和
（
場

外
勝
馬
投
票
券
発
売
所
）
か
ら
2
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

▼
整
備
さ
れ
た
事
業

○
市
道
第
1
│
9
号
線
歩
道
（
石
和
町

市
部
・
窪
中
島
地
内
）

○
市
消
防
団
石
和
分
団
第
5
部
詰
所
（
石

和
町
広
瀬
地
内
）

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
2

　
市
の
平
成
25
年
成
人
式
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平
成

5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
13
日
（
日
）

受
付
　
午
後
1
時

開
式
　
午
後
1
時
30
分

▼
会
場

※
市
外
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
市
成
人

式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
市
消
防
団
石
和
分
団
・
春
日
居
分
団

は
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
、
次
の
と
お
り
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
市
消
防
本
部
お
よ
び

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
あ
か
ふ
じ
」

を
所
管
す
る
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
合

同
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
訓
練
の
ほ
か
、
消
防
車
両
が
多
く
出

動
し
ま
す
の
で
、
実
際
の
災
害
と
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
3
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
鵜
飼
橋
下
流
河
川
敷
（
石
和

町
市
部
地
内
）

▼
内
容

○
水
防
訓
練

○
消
防
車
両
に
よ
る
中
継
放
水
訓
練

○
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
消
火

バ
ケ
ッ
ト
給
水
訓
練

○
救
出
救
助

■
問
合
せ
先
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
笛
吹
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
自
転

車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
に

は
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

1
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外

2
車
道
は
左
側
を
通
行

3
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車
道
よ
り
を

徐
行

4
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

5
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
自
転
車
が
関
係
す
る

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

【
並
進
禁
止
!!
】

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　
交
通
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

　
N
T
T
東
日
本
で
は
、
6
月
中
に
順

次
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事

務
所
へ
配
達
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
不
要
と
な
り
ま
し
た
古
い

電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の

配
達
時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

後
日
、
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
☎
0
1
2
0
（
5
0
6
）
3
0
9

石和会場

御坂会場

一宮会場

八代会場

境川会場

春日居会場

芦川会場

スコレーセンター

八代総合会館

境川総合会館

いちのみや桃の里
ふれあい文化館

御坂農村環境改善
センター

芦川ふるさと総合
センター

春日居あぐり情報
ステーション



　市は県内の他市町村と合同で、市税の滞納処分で差し押さえた不動産（農地）を公売します。

　期　　日　７月10日（火）

　場　　所　東八代合同庁舎３階大会議室（石和町広瀬785）

　公売方法　入札

※中止になる場合もありますので、事前にご確認ください。入札日には買受適格証明書及び公売

保証金の納付が必要です。入札に際して、詳しくはお問い合わせいただくか、収税課、県税事

務所等にある「合同不動産公売案内」または市ホームページをご覧ください。

■問合せ先　収税課　収納担当　☎�055（262）4111

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成24年4月17日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年4月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石和町市部

市全域

一宮町国分

御坂町大野寺

石和町市部

石和町広瀬

市内全域

石和町・一宮町・春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

一宮町竹原田

石和町

一宮町・春日居町

御坂町・八代町・境川町・芦川町

石和町・春日居町

御坂町・一宮町

八代町・境川町・芦川町

御坂町・境川町・芦川町

御坂町成田

市内

市内

一宮町東原

石和町広瀬

御坂町井之上

一宮町中尾

一宮町一ノ宮

石和町松本

石和町松本

¥5,100,000

¥14,500,000

¥1,200,000

¥2,000,000

¥4,900,000

¥1,300,000

¥2,300,000

¥9,300,000

¥9,300,000

¥3,000,000

¥9,500,000

¥9,500,000

¥17,000,000

¥9,600,000

¥9,800,000

¥9,500,000

¥4,700,000

¥8,000,000

¥800,000

¥1,600,000

¥4,100,000

¥9,500,000

¥1,800,000

¥3,000,000

¥1,500,000

¥10,000,000

¥40,000,000

（有）メイ建築工房

（株）山梨県環境科学検査センター

昭和測量（株）

不調

（株）佐野緑化土木

（株）石和植木

（株）小越建設

（株）日昇建設

（株）中村工務店

（株）MUKAI

（株）小越建設

（株）佐野緑化土木

矢崎興業（株）

友愛工業（株）

（株）上野建工

（株）オリオン

（株）小越建設

（株）上野建工

（株）小林事務機

（株）サン防災

（株）拓甲建設　笛吹支店

矢崎興業（株）

（有）天野組

（株）佐野緑化土木

（有）桃李

友愛工業（株）

（株）飯塚工業

笛吹市上水道事業飲料水、排水水質検査業務委託

甲斐国分寺跡建物等移転補償費調査業務

御坂葵保育所下水道接続工事

石和ふれあいゾーン緑地管理業務委託

石和平等川河川公園緑地管理業務委託

笛吹市管内直営公園緊急維持修繕業務委託

緊急舗装修繕業務委託1

緊急舗装修繕業務委託2

竹原田農道舗装工事

緊急維持修繕業務委託1

緊急維持修繕業務委託2

緊急維持修繕業務委託3

農業用施設緊急補修業務委託（1工区）

農業用施設緊急補修業務委託（2工区）

農業用施設緊急補修業務委託（3工区）

林道維持管理業務委託

市道1-26号線（旧御坂950号線）5号取付工事

春日居小学校丁合機等備品購入

笛吹市内小中学校消防設備点検業務委託

一宮町東原地内舗装工事

石和中央テニスコート休憩用日除け設置工事

市道2-42号線横断側溝整備工事

市道3224号線側溝改修工事

一宮町一ノ宮地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第1工区（石和）

石和第五保育所外構工事

�¥4,850,000

�¥7,946,000

�¥880,000

－�

�¥4,790,000

�¥1,245,000

�¥1,730,000

�¥8,835,000

�¥8,180,000

�¥2,870,000

�¥7,410,000

�¥7,410,000

�¥12,750,000

�¥7,488,000

�¥7,644,000

�¥7,410,000

�¥3,666,000

�¥6,240,000

�¥768,000

�¥1,198,000

�¥3,900,000

�¥8,600,000

�¥1,404,000

�¥2,340,000

�¥1,170,000

�¥8,680,000

�¥35,000,000

石和保健福祉センター改修工事実施
設計及び監理業務委託

■�問合せ先　環境推進課　☎�055(262)4111　または各支所

　甲府市リサイクルプラザの「なでしこ工房」で再生した自転車
と「遊休陶磁器製食器回収」で集まった食器の頒布を行います。
　日時・頒布品　6月30日（土）
○なでしこフェア（再生自転車　大人用45台・子供用5台）
　・受付��午前9時～10時
　・抽選会・搬出��午前10時5分～11時30分
○もってけ市（陶磁器製食器��約3,000点）・頒布��午前9時～11時
　場所　甲府市環境センター車庫棟南側
■問合せ先　甲府市　環境部　廃棄物対策室
　　　　　　減量課　☎�055（241）4327

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼ

ル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。6月は春日居地区で実施します。

　日時・場所

6月9日
（土）

午前７時～
８時30分

16日
（土）

日にち

三枝氏所有地（小松共
選所150m西寄り）

小　松

寺　本

桑　戸

別　田

地　区

国　府 国府公民館前

鎮　目 春日居スポーツ広場

桑戸公民館前

春日居支所北側駐車場

別田ちびっこ広場

場　所 時　間

　
4
・
5
月
に
市
内
各
地
区
で
狂
犬

病
集
合
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
注
射
を
し
て
い
な
い
飼
い

犬
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
だ
飼
い
犬
に
注
射
を
し
て
い
な

い
方
は
、
早
め
に
動
物
病
院
で
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
注
射
を
受

け
る
と
動
物
病
院
か
ら
証
明
書
が
発

行
さ
れ
ま
す
の
で
、
環
境
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
へ
持
参
し
、
注
射
済
票

の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
3
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
狂
犬
病

予
防
注
射
に
つ
い
て
、
一
宮
町
の
実

施
日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
皆
様
に
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
、
散
歩
中
の
大
型

犬
に
咬
ま
れ
た
方
が
亡
く
な
る
事
故

が
起
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
市
で
は
、

大
型
犬
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
の
通
知

や
、
市
内
全
体
で
飼
い
方
マ
ナ
ー
チ

ラ
シ
回
覧
を
行
う
な
ど
、
飼
い
方
に

つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
型
犬
だ
け
で
な
く
犬
の
飼
い
主

の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
犬

を
し
っ
か
り
つ
な
ぐ
・
首
輪
が
ゆ
る

く
な
い
か
等
、
改
め
て
確
認
し
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
ペ
ッ
ト
の
身
元
表
示
を
」

　
災
害
時
、
被
災
地
に
ペ
ッ
ト
が
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

普
段
か
ら
身
元
を
示
す
も
の
を
つ
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で
き
ず
離

れ
離
れ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
迷
子
札
・

鑑
札
・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
等
で
ペ
ッ

ト
と
再
会
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　市民団体「バイオディーゼルネット
ワークやまなし」では、廃食油・賞味
期限切れの天ぷら油を収集します。
　収集された油は、バイオディーゼル
燃料として利用されます。
　日時　7月7日（土）　午前11時～正午
　場所　市役所本庁前東側駐車場

　回収する油の種類　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）
　搬入方法　ペットボトルなどの透明な容器入れてお持ちください。
　注意事項　○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。
　　　　　　○天かすなどは取り除いてください。
　　　　　　○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。
　　　　　　○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

はんぷ



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　２月19日、生涯学習課では、春日居あぐり情報ステーションと春日居小学校校庭を会場に、
県立科学館サイエンスクルー「星の語り部」のスタッフ９人による、体験活動教室「ほしの
つながり�いのちのつながり」を実施しました。第1部のワークショップは午後２時から始まり、
小学生の親子11組26人が、星の絵本『ねえおそらのあれなあに？』の朗読、惑星モビールや
星座早見盤などの工作、そして宇宙の成り立ちやその広大さを映像で体験する宇宙旅行を楽
しみました。また、空気で膨らませた直径4メートルの移動式プラネタリウムに入り、満天の
星空を見上げながら星座や惑星について勉強しました。「一番星はどの星？名前は？」「この白
い川のようなものは何だろう？」などの、スタッフからの問いかけに、子どもたちは、はき
はきと正解を出していました。「よく知っているなあ！」と驚きの声が聞かれるほどでした。
　第２部の星を観る会は、暗くなった夕方６時30分から始まり、親子７組16人が、絶好の観
測条件のもと、次々に輝き始める星座を指さしたり、４台の
望遠鏡を使って金星、木星、オリオン大星雲などを観察しま
した。誰かが「あ、あれは人工衛星だ！」と声を上げると、

「あ、こっちにもー！」と、なんと10個ほどの赤みかかった
人工衛星が次々と通過していくのを見ることができました。
寒い中でしたが、親子がふれあう良い機会になったことと思
います。忙しい毎日ですが、時には親子で夜空を見上げ、世
界中の人が見ている輝く星の世界に、そして、われらがオア
シス“地球”に思いを寄せてみてはいかがでしょうか。

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
9
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
四
季
折
々
の
博
物
館
の
お
庭
を
散
策

し
ま
す
。

▼
日
時
�
6
月
16
日
（
土
）
�

午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分
（
雨
天
中
止
・
ご

来
館
前
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）

▼
場
所
　
外
庭
　
　
▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
当
館
学
芸
員
に
よ
る
、
歴
史
を
楽
し

く
学
べ
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
　
6
月
17
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
生
涯
学
習
室

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
「
茶
道
を
体
験
し
よ
う
」

▼
日
時
　
6
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
2
0
1
0
年
に
西
湖
で
再

発
見
さ
れ
た
「
ク
ニ
マ
ス
」

の
生
態
と
歴
史
、
県
内
遺
跡

か
ら
発
掘
さ
れ
た
魚
骨
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
海
産
魚
類
の
食
習
慣
な
ど
、
山

梨
の
人
と
魚
の
関
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
夏
休
み
子
ど
も
向
け

企
画
と
し
て
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
等
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
日
時
　
7
月
14
日
（
土
）
〜
9
月
3
日

（
月
）
�

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
観
覧
料
　
一
般
5
0
0
円
、
高
校
・

大
学
生
2
5
0
円
、
小
・
中
学
生

1
3
0
円

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
市
内
在
住
の
絵
画
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

　
6
月
6
日
（
水
）
〜
23
日
（
土
）

　
自
分
だ
け
の
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
　
6
月
16
日
（
土
）

▼
時
間

　
①
午
前
10
時
か
ら

　
②
午
後
2
時
か
ら

▼
定
員
　
各
回
20
人

※
要
申
込
み

▼
参
加
費

　
材
料
代
8
0
0
円
と
入
館
料

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会

員
（
年
会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入

り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

�
�

�火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日

除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　
本
校
で
は
、
「
朝
の
読
書
（
十
分
）
」

と
い
う
朝
読
の
時
間
や
「
西
小
タ
イ
ム

（
十
五
分
）
」
と
題
し
た
基
礎
学
力
の
定

着
を
目
指
し
た
時
間
を
設
け
、
毎
朝
始

業
前
の
二
十
五
分
間
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
、
開
校
以
来
続
け
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
「
朝
の
読
書
」
は
、
効
果
的

な
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
保
護
者
等
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
方
々
に
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
全
教
職
員

が
各
学
級
に
、
自
身
が
選
ん
だ
本
を
手

に
し
て
「
読
み
聞
か
せ
」
の
た
め
に
訪

問
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
大
好

評
で
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
欲
を
か
き

立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
様
々
な
方
法
で
読
書

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

先
ず
は
子
ど
も
た
ち
が
、
本
を
手
に
し

て
『
読
書
し
た

い
』
と
い
う
気

持
ち
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を

続
け
て
い
き
ま

す
。

　

　
西
小
の
子

ど
も
を
『
か

し
の
木
っ
子
』

と
呼
ん
で
い

ま
す
。
今
年

度
は
「
笑
顔

い
っ
ぱ
い

絆

い
っ
ぱ
い

夢

を
か
な
え
る

か
し
の
木
っ
子
」
を
児
童
会
の
活
動
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
運
動
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
花
い
っ
ぱ
い
で
き
れ
い

な
学
校
づ
く
り
等
、
よ
り
楽
し
い
、
よ

り
良
い
学
校
を
自
分
達
の
力
で
つ
く
ろ

う
と
、
特
色
あ
る
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
そ
の
中
で
仲
良
し
班
活
動
は
、
1
か

ら
6
年
生
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
6
年

生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
仲
間

と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
ま
す
。
仲
良

し
班
集
会
や
か
し
の
木
っ
子
祭
り
、
運

動
会
の
た
て
わ
り
活
動
な
ど
一
年
間
を

通
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
か

し
の
木
っ
子
は
、
自
分
達
が
誇
り
に
思

え
る
よ
う
な
西
小
に
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

6
月
2
日
（
土
）
・
9
日
（
土
）
・
16
日

（
土
）・
23
日（
土
）・
30
日（
土
）

午
前
の
部
�

11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�

２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
6
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

6
月
14
日（
木
）・
28
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

　
6
月
2
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

6
月
12
日
（
火
）
・
6
月
26
日
（
火
）
※

7
周
年
記
念
お
は
な
し
会

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

6
月
15
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
6
月
17
日（
日
）　
午
後
2
時
か
ら
　

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

6
月
3
日
（
日
）
・
10
日
（
日
）
・
24
日

（
日
）　
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

6
月
22
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
6
月
9
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら
　

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

　
6
月
20
日（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

6
月
9
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

6
月
6
日
（
水
）
・
13
日
（
水
）
・
20
日

（
水
）・
27
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら
�

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

6
月
2
日
（
土
）
・
9
日
（
土
）
・
16
日

（
土
）・
23
日（
土
）・
30
日（
土
）　

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

６
月
２
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

6
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

6
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

6
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

6
月
23
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

　（
担
当
　
石
倉
）

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

6
日
（
水
）・
13
日
（
水
）・
18
日
（
月
）
〜

22
日
（
金
）【
蔵
書
点
検
の
た
め
】・
27

日（
水
）・
29
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

4
日
（
月
）
〜
8
日
（
金
）【
蔵
書
点
検

の
た
め
】・
11
日
（
月
）・
18
日
（
月
）・
25

日（
月
）・
29
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

3
日（
日
）・
10
日（
日
）・
17
日（
日
）・

24
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

4
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・

25
日（
月
）・
29
日（
金
）

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。

　星のお話を聞きながら、県立科学館の大きな天体望遠鏡で星を眺

めてみませんか。今回は土星や火星などを観測する予定です。

　なお、参加ご希望の方は事前に申し込みが必要です。

　日　時　6月7日（木）午後7時30分～9時　※悪天候の場合は中止になります。

　場　所　学びの杜みさか　御坂図書館外庭

　定　員　30名（大人限定・先着順）

　参加費　無料

■申込・問合先　御坂図書館　☎�055（263）0363

　世界に1冊しかない自分だけのオリジナル絵本を作ってみませんか。

　日　時　6月13日（水）・20日（水）・27日（水）、7月4日（水）・予備日11日（水）

　　　　　午前10時～正午

　場　所　スコレーセンター　1階　会議室（6月13日は2階会議室となります）

　講　師　市立図書館司書

　定　員　10人（先着順）

※託児あり（託児ボランティア“ももんちゃん”）

　受　講　料　500円（材料費）

　申込期限　6月12日（火）

■申込・問合先　石和図書館　☎�055（262）5959

　マスキングテープやスクラップブッキング術を活用し、この機会にあなただけのフォ

トブックを作ってみませんか?

　日　時　6月15日（金）・22日（金）午前10時～正午

　場　所　スコレーセンター　2階　資料展示室

　定　員　10人（先着順）

※託児あり（託児ボランティア“ももんちゃん”）

　講　師　　市立図書館司書

　受　講　料　500円（材料費）

　申込期限　6月14日（木）

■申込・問合せ先　石和図書館　☎�055（262）5959



総会で行われたNHK番組「趣味の園芸」でお
なじみの後藤みどり先生の講演会苗木を植える石和西小学校児童

　
4
月
17
日
、
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
は
市
内
ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
石
和
温
泉
駅
前

広
場
の
緑
地
に
１
０
２
種
類
４
５

０
株
の
バ
ラ
を
育
て
る
な
ど
の
景

観
づ
く
り
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
会
長
に
小
松
孝
一
郎

さ
ん
（
石
和
町
）
が
、
副
会
長
に

木
下
秀
雄
さ
ん
（
一
宮
町
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
小
松
会
長
は
「
駅
前
広
場
か
ら

近
郊
の
地
域
へ
も
バ
ラ
を
広
め
て
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
の
皆
様
に

喜
ば
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

優勝馬「ルルーシュ」の関係者との記念撮影
＝東京競馬場（東京都府中市）

　
4
月
22
日
、
市
は
J
R
A
（
日

本
中
央
競
馬
会
）
の
石
和
特
別
競

争
で
優
勝
し
た
馬
主
・
調
教
師
・

騎
手
に
市
特
産
の
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
石
和
特
別
競
争
は
、
ウ
イ
ン
ズ

石
和
（
場
外
勝
馬
投
票
券
発
売
所
）

が
石
和
町
窪
中
島
に
設
置
さ
れ
て

い
る
の
に
伴
い
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
土
屋
正
文
副
市
長
、

市
商
工
会
の
若
杉
成
剛
会
長
、
石

和
町
西
町
の
遠
藤
保
区
長
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
臨
み
ま
し

た
。

論語の一説を引用して講演する林先生
＝スコレーセンター��視聴覚室

種芋を植えつける御坂北保育所の園児

　
4
月
13
日
、
平
成
24
年
度
笛
吹

市
ス
コ
レ
ー
大
学
入
学
式
が
行
わ

れ
、
約
50
人
の
受
講
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
ス
コ
レ
ー
大
学
は
、
一
年
を
通

じ
て
学
べ
る
単
位
制
の
市
民
講
座

と
し
て
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
度
は
、
古
典
文
学
や
英
会
話

お
よ
び
詩
を
学
ぶ
教
室
が
開
講
し

ま
し
た
。

　
入
学
式
後
の
特
別
講
座
の
中
で
、

初
心
者
英
会
話
の
講
師
、
高
野

G
R
E
E
T
先
生
は
「
文
法
を
学

ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
間
違
っ
て
も

良
い
か
ら
話
す
こ
と
が
大
事
」
と

語
り
、
古
典
文
学
の
林
静
雄
先
生

は
「
古
典
は
人
生
の
傍
ら
に
寄
り

添
い
、
人
生
を
充
実
さ
せ
る
も
の

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
4
月
27
日
、
石
和
町
松
本
地
内
の

大
蔵
経
寺
山
で
、
市
・
市
緑
化
推
進

会
議
に
よ
る
「
第
6
回
笛
吹
市
植
樹

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
和
西
小

学
校
の
児
童
を
含
む
参
加
者
２
２
０

人
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な

ど
、
約
1
5
0
0
本
の
苗
木
を
山
の

傾
斜
地
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
は
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
森
を
愛
す
る
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
と

も
に
、
市
民
の
緑
化
意
識
を
高
め
る

た
め
に
毎
年
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
の
中
で
児
童
の
代
表

は
「
笛
吹
市
の
美
し
い
自
然
を
愛

し
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
、
豊
か
な

自
然
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を

宣
言
し
ま
し
た
。

荻野市長と記念撮影に臨む
林家ペーさん・パー子さん＝5月2日

　
ピ
ン
ク
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で

お
馴
染
み
の
林
家
ペ
ー
さ
ん
・
パ

ー
子
さ
ん
が
、
市
観
光
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
に
就
任
す
る
の
に
伴
い
、

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
林
家
ペ
ー
さ
ん
・
パ
ー
子
さ
ん

に
は
、
5
月
か
ら
1
年
間
に
わ
た

り
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
、
市

の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
式
の
中
で
林
家
ペ
ー
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
笛
吹
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　　
4
月
25
日
、
芦
川
町
上
芦
川
地

区
の
ほ
場
に
お
い
て
、
御
坂
北
保

育
所
と
芦
川
保
育
所
の
園
児
33
人

が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
芋
を
植
え
つ

け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
保
育
所
を
対

象
に
、
芦
川
町
の
自
然
に
触
れ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
21
年

度
よ
り
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
な
お
、
今
回
植
え
つ
け
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
7
月
に
収
穫
を
迎
え
ま

す
。

「バラの花めぐり」でみさかの湯を訪れる参加者 記念写真の撮影をする山梨学院大学の西村俊平さん＝5月12日

　
市
観
光
物
産
連
盟
で
は
、
4
月

21
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
を
中
心
に
「
笛
吹
旬
の

魅
力
体
験
バ
ス
」
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
バ
ス
で
石
和
源
泉
足

湯
ひ
ろ
ば
、
J
R
中
央
線
石
和
温

泉
駅
を
出
発
し
、
市
の
花
や
果
物

な
ど
、
そ
の
時
期
の
旬
の
魅
力
あ

る
場
所
を
巡
る
も
の
で
す
。

　
3
時
間
ほ
ど
を
か
け
て
、
2
〜

3
カ
所
巡
り
、
石
和
温
泉
駅
、
足

湯
ひ
ろ
ば
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
昨

年
ま
で
は
「
笛
吹
お
も
て
な
し
観

光
バ
ス
」
と
し
て
運
行
し
て
い
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
中
で
活
躍
す
る
「
お
も
て

な
し
案
内
人
」
に
つ
い
て
、
昨
年

ま
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

笛
吹
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。
今

年
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
加
え
、
石
和
温
泉
の
観
光
に

つ
い
て
勉
強
を
し
て
い
る
山
梨
学

院
大
学
の
学
生
が
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　
経
緯
と
し
て
は
、
石
和
温
泉
の

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い

る
学
生
が
市
役
所
を
訪
れ
、
こ
の

事
業
の
説
明
を
聞
き
、
「
お
手
伝

い
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ

て
今
回
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。



　
4
月
4
日
・
5
日
、
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
＝
御
坂
町
大
野
寺
で
「
笛
吹
市
桃

の
花
ま
つ
り
第
8
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
1
7
5
チ
ー
ム
・

約
1
0
0
0
人
が
参
加
し
、
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
4
月
8
日
、
第
8
回
笛
吹
市
桃
の
里
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
快
晴

の
も
と
、
一
宮
町
内
お
よ
び
御
坂
町
内
の

コ
ー
ス
を
３
３
７
７
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完

走
し
ま
し
た
。

　
大
会
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
4
月
15
日
、
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷

で
第
33
回
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
武
田
陣
と
上
杉
陣
に
分
か
れ
川
中
島
の

合
戦
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
参
加
者
ら
総
勢
9
0
0
人
が
実
際

に
鎧
を
ま
と
い
、
市
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た

後
、
合
戦
を
体
験
し
ま
し
た
。

　冬の冷え込みが4月まで続き、桃の開花は平年より1週間ほど遅く、開会期間中に桃の

花を楽しむことはかないませんでした。

　しかし、満開は標高差などからの寒暖の差により、4月中旬から下旬にかけて迎えられ

ました。

　県内外から開花を待ちわびた大勢の観光客が訪れ、鮮やかなピンク色に彩られた景色を

堪能しました。

3位 花水木（長野）

3位 榛名KM（群馬）

2位 中央たから（山梨）

1位 浜松クラブ（静岡）

3位 御殿場B（静岡）

3位 高根ラブラブ（山梨）

2位 朝霞高校（埼玉）

1位 新潟ラビット（新潟）

3位 むさしの（埼玉）

3位 ウィンゲッターI（東京）

2位 ビッカーズ（東京）

1位 上黒沢チーム（山梨）

3位 南部パーフェクト（山梨）

3位 君津喜楽会（千葉）

2位 ひばり（茨城）

1位 スリーS（埼玉）

3位 葛飾さざんか（東京）

3位 高根の花（山梨）

2位 さくらんぼ（山梨）

1位 交友会（千葉）

Aクラス Bクラス Cクラス Dクラス Eクラス

3位 平野　泰子

2位 荻原　真紀

1位 廣瀬　光子

3位 秋山　喜徳

2位 井上　三樹男

1位 栗林　公毅

3位 池田　初美

2位 滑川　文子

1位 佐々木　寿子

3位 荻原　成浩・大晴

2位 加藤　一樹・絢

1位 雨宮　正二・永大

10km一般女子中学生以上 10km壮年男子40歳以上 10km壮年女子40歳以上 3.5km親子・ファミリー

3位 木田　哲治

2位 須田　高大

1位 大沢　正和

3位 高橋　理絵

2位 土橋　美香子

1位 松田　由子

3位 一國　伸之

2位 菊池　　正

1位 和田　孝司

3位 宮下　奈緒子

2位 植野　智恵子

1位 金舩　圭子

3位 鈴木　昌幸

2位 鈴木　和成

1位 大脇　佑介

20.5km一般男子中学生以上 20.5km一般女子中学生以上 20.5km壮年男子40歳以上 20.5km壮年女子40歳以上 10km一般男子中学生以上

大
会
結
果

大会結果



▼「平成24年度笛吹市スコレー大学入学式」
を取材しました。「誰でも作れるおとなの

詩の教室」の紹介文に「見たこと、体験したことなどを、ちょ
こっとした短い詩に書きとめてみませんか」とあります。
以前、講師の古屋久昭先生の個展に足を運んだことがあり
ます。作品は詩の他に絵も展示されていました。個々の作
品もさることながら、何冊にもわたるスクラップブックなど、
その膨大な作品群に圧倒されました。もし、そんな継続し
てできることが見つかれば素敵なことだと思いました。（K）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
音
楽
愛
好
家
が
集
い
、

3
日
間
に
わ
た
り
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
終
日
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

指
揮
は
、
“
自
然
リ
ズ
ム
”
の
演
奏
を
実
践
す
る
藤
原
義
章

さ
ん
。
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
、
蜷
川
い
づ
み
さ
ん
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
程

▼
日
　
程
　
11
月
23
日（
金
・
祝
）〜
25
日（
日
）

▼
場
　
所

▼
場
　
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
出
演
者

▼
出
演
者
　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
音
楽
愛
好
家
に
よ
り
編
成

さ
れ
た
笛
吹
音
楽
祭
管
弦
楽
団
と
合
唱
団

▼
曲
　
目

▼
曲
　
目
　
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
交
響
曲
第
4
番
　
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
／
ア
ヴ
ェ
ベ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
　
ほ
か

▼
募
集
楽
器

▼
募
集
楽
器
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー

▼
応
募
条
件

▼
応
募
条
件
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
25
日
（
日
）
の
練
習
・

本
番
に
参
加
で
き
る
方

▼
参
加
費

▼
参
加
費
　
1
万
1
0
0
0
円

▼
募
集
パ
ー
ト

▼
募
集
パ
ー
ト
　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス

▼
応
募
条
件

▼
応
募
条
件
　
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
〜
25
日
（
日
）
の
練
習
・

本
番
に
参
加
で
き
る
方
。
合
唱
の
練
習
は
、
7
月
か
ら
毎

月
2
〜
3
回
、
火
曜
日
の
夜
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

▼
合
唱
指
導
者

▼
合
唱
指
導
者
　
川
口
聖
加
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
日
本
ド

イ
ツ
リ
ー
ト
協
会
会
員
）

▼
参
加
費

▼
参
加
費
　
6
0
0
0
円

に
な
が
わ
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